
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和４年４月１日 発行 

４月の人事異動により、次の体制で公民館を運営していくこととなりました。皆さまのご支援、 

ご協力をお願いいたします。  
館 長 新井  進  副館長 井田三喜夫  副館長 井田  隆（新任） 

館長補佐 井上 敏之  主 任 奥泉 好美   会計年度  川上 和代 
             

日 時  ５月２１日（土）午前８時 15分受付開始／午後０時３０分 解散予定 

集合・解散  大寄公民館 多目的広場（中庭） 

コ ー ス  大寄公民館（誠之堂・清風亭）→ 矢島石碑 →  諏訪神社 → 「中の家」 

大寄公民館  ←  尾高惇忠生家  ←  鹿島神社  ←  渋沢栄一記念館  

対 象  小学生以上で大寄地区在住のかた（小学校１年～３年生は保護者同伴）  

定 員  先着５０名 （定員になり次第終了）            

持 ち 物  飲み物、健康保険証、雨具 ＜当日はマスクの着用をお願いします＞ 

申 し 込 み  ４月１２日（火）から電話でお申し込みください。（午前９時～午後５時まで土日祝除く） 

  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

        

 

        

矢島堰 

渋沢栄一翁に関する施設などをめぐる約６．５ｋｍのコースです。 

風薫るさわやかな季節に、地域の皆さんとご一緒に参加しませんか。 

１）雨天の時は中止。中止の場合は、大会前日５月２０日（金）午後１時に判断します。 

天候が危ぶまれる場合は、大会前日午後１時～５時まで、または大会当日午前７時～８時

までに大寄公民館（☎５７１－０３４１）へ確認をお願いします。 

２）動きやすい服装、靴、帽子着用でお越し下さい。 

３）体調不良や発熱などの場合は、参加できません。 

４）車でお越しの際は、北部運動公園駐車場に駐車してください。 

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止になる場合もございます。 

当
日
の
注
意
事
項

旧渋沢邸「中の家」 

「お世話になりました」 前副館長 小林 悟（退任） 前館長補佐 堀 雅士（生涯学習スポーツ振興課へ） 
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講 師  日本スポーツウエルネス吹矢協会 公認指導員 

      清風大寄支部 指導補助員 

申し込み  ４月１８日（月）～5月 10日（火） 

      午前８時３０分～午後５時まで（土日祝除く） 

      大寄公民館☎５７１－０３４１へ電話で申し込み。 

定 員  各日２０名  参 加 費  無料 

対 象 者  大寄地区在住のかた 

持 ち 物  体育館シューズ、水分補給の飲み物  

＊動きやすい服装でお越しください。 

主 催  大寄地区社会福祉協議会 

～腹式呼吸で健康になろう～ 

と き  5月 17日（火） 

5月 24日（火） 

5月 31日（火） 

     午後 1時 30分～午後４時  

     ＊３日間参加可 

ところ  大寄公民館 体育室 B 

※当日、喉の痛みや発熱症状があるなど体調不良のかたは、ご

参加できません。また、新型コロナウイルス感染拡大の  

状況により、中止になる場合もございます。 

８～１１月分の施設予約をされる登録団体のかたは、ご出席をお願いいたします。 
                       

と  き ５月１１日（水） 午後１時～ 大会議室・工芸室・調理実習室・和室・多目的室 

午後２時～ 体育室 

と こ ろ 大会議室 
  
◆参加される登録団体におかれましては、可能な限り１名で出席くださるようお願いします。 

◆事前にお渡ししました「利用許可申請書」に必要事項を記入のうえ、ご参加願います。 

◆駐車場は、北部運動公園駐車場をご利用ください。 

◆令和４年度利用登録団体申請書は、４月２８日（木）までに提出してください。 
 

スポーツウエルネス吹矢は、１９９８年に生まれた新しいスポーツです。基本動作は腹式 

呼吸をベースとした、スポーツウエルネス吹矢呼吸法で、円形の的をめがけて息を使って  

矢を放ちます。性別、年齢を問わず、ゲーム感覚で楽しみながらできるスポーツです。 

 

大寄小学校では毎年児童の農業体験目的として、地域のかたのご協力を 

得て大寄米を育てています。 

今年は大寄米６０キロをコロナ禍で生活が困難なかたの支援になればと  

考え、社会福祉協議会を通じ市内困窮者等 30 世帯に配布しま

した。寄付された米袋には、５年生の生徒が描いたシールが貼

られており、校章である桜がきれいに描かれていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

５日（火）自治会長初会議 午後７時～ 大会議室 

１２日（火）体育部打合せ会議 午後７時～ 大会議室 

１５日（金）自治会連合会大寄支会総会 午後５時～ 大会議室 

１９日（火）文化部打合せ会議 午後７時～ 大会議室 

２０日（水）公民館運営審議会 午後３時～ 大会議室 

２６日（火）第１回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和４年 3月 １日現在 

（ ）は前月比 
 

男性 1,５５５人（ -８） 

女性 1,５７５人（ -３） 

合計 3,１３０人（ -１１） 

世帯 1,２７５ （ + １） 

） 

 【使用済小型家電の収集日】１３日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】１５日（第３金曜日） 
※ごみ収集所容器設置費補助金は、容器の修繕も補助対象になりました。 

補助金の詳細は、環境衛生課☎５７８－７３３２までお問い合わせください。 

   ※ゴールデンウイークについては、通常通りの収集となります。 

    

  

 

 小・中学校の新学期が、４月８日（金）から始まります。 

小学校から毎戸配付される「児童下校時刻のお知らせ」を目安に、登下

校時に合わせて、散歩したり、ご近所を見まわりするなど、ご都合の  

良い日に見守り活動にご協力をお願いいたします。 

 

・体調が悪くないか声かけや見守り 

・交差点や横断歩道、交通量が多い道路での安全確保 

・ひとり下校になる場所の見守り等 

北京２０２２パラリンピック冬季競技大会において

４個のメダルを獲得した村岡桃佳選手の偉業を讃え、

多くの皆さまで祝福するため、パレードを開催します。 

 

とき  ４月１７日（日） 

  １３時３０分～ 

ところ 市役所通り 

（位置図のとおり） 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ 生涯学習スポーツ振興課     

☎５７２－９５８１ 

 

たくさんのかたにご協力いただきましたトン

ガ災害義援金は、総額で 1,615,586 円となり

ました。 

義援金は埼玉工業大学深谷高校（現正智深谷

高校）の卒業生でトンガ出身のラグビー選手を

通じてトンガ王国に贈呈いたしました。 

被災地の一日も早い復旧と復興を心よりお祈

り申し上げます。 
 

問い合わせ 生涯学習スポーツ振興課

      ☎５７２－９５８１ 

大寄の子どもたちを、地域で守りましょう！ 

深谷市では、ウクライナ各地の 

戦闘の激化によりウクライナの

方々を人道的に支援するため、市役

所本庁舎、各総合支所、市内公民館

に募金箱を 5月 31日（火）まで  

設置しています。皆さまの 

ご協力をお願いします。 
 

問い合わせ  

秘書課 ☎５７４－６６３１ 

 

 

市役所 

中山道 

http://www.irasutoya.com/2015/07/blog-post_10.html
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大
寄
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の
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寺
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）矢
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昭
和
二
十
二
年
茂
木
圭
三
氏

等
の
発
起
に
よ
り
、
相
馬
御
風

揮
毫
に
よ
る
「
大
忍
和
尚
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碑
」
が
建
立
さ
れ
た
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荻
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勝
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（
本
尊
）
釈
迦
牟
尼
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当
寺
は
岡
部
村
源
勝
院
の

末
寺
、
正
保
二
年
（
一
六
四

五
）
源
勝
院
第
四
世
龍
蟠
義

白
禅
師
の
開
創
で
あ
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
二
十
五
代
を

数
え
る
。 

 

寺
宝
の
魚
藍
観
世
音
菩
薩

は
、
岡
部
藩
安
部
攝
津
守 

（
丹
波
守
）
信
峯
公
の
奥
方

の
守
本
尊
で
あ
り
、
領
主
攝

津
守
の
武
運
長
久
を
願
い
、

境
内
地
の
入
母
屋
造
り
観
音

堂
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
観
音
堂
は
、
明
治

年
中
に
破
損
甚
だ
し
い
た
め

取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
建
物

の
跡
の
み
を
と
ど
め
て
い

る
。
ま
た
、
攝
津
守
の
奥
方

の
法
名
が
覚
樹
院
殿
霊
津
湛

大
姉
で
あ
り
、
当
寺
山
号
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覚
樹
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

何
か
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 
当
寺
十
五
世
大
忍
魯
仙
和

尚
は
、
良
寛
和
尚
の
生
地
、

現
在
の
新
潟
県
出
雲
崎
に 

生
れ
、
七
歳
に
て
同
川
西
村

雙
善
寺
に
入
り
出
家
し
た
。

そ
の
後
、
諸
国
行
脚
修
行
を

重
ね
、
宇
治
の
興
聖
寺
で
の

修
行
後
、
行
脚
修
行
を
重
ね

て
い
る
途
中
、
縁
あ
り
武
州

矢
島
村
慶
福
寺
の
住
職
と
な

る
。
当
寺
住
職
と
な
る
が
、

病
身
の
た
め
か
里
恋
し
さ
が

つ
の
り
帰
郷
途
中
、
出
雲
崎

川
西
村
崇
禅
寺
の
客
僧
と
な

っ
て
い
る
間
に
、
そ
の
衆
寮

に
お
い
て
、
文
化
八
年
三
月

九
日
遷
化
し
た
。
時
に
三
十

一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
墓
石

（
卵
塔
）
は
、
崇
禅
寺
に
は
な

く
、
慶
福
寺
に
現
存
す
る
。 

 
 

   
 

 
 

 


